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1．会社概要

1. 事業社名
株式会社 産公精機

TEL：045-211-6161　　FAX：045-211-6160

2. 所在地
本社　　　〒246-0002　神奈川県横浜市瀬谷区北町40-44
綾瀬工場　〒252-1136　神奈川県綾瀬市寺尾西1丁目7-33

3. 代表取締役
森　啓安

4. 環境管理責任者
嵯峨　亮

E-mail r.saga@kk-sks.jp

5. 環境事務局
齋藤　篤

E-mail a.saitou@kk-sks.jp
相沢 淳一

E-mail j.aizawa@kk-sks.jp

6. 事業規模
2022年12月現在

売上高 8億8,000万円 （2021年12月～2022年11月）
従業員数 全 25名

7. 事業の概要（活動範囲）

産業機器向け金属部品の機械加工及び組立て

8. 事業年度
毎年　12月1日～翌年11月30日

9. レポートの運用期間及び発行日

環境経営レポート運用期間： 2021年12月1日～2022年11月30日
環境経営レポート発 行 日 ： 2023年2月25日

環境経営レポート　　-Page 3 -



2．対象範囲（段階的認証）

（1） 対象組織：本社のみ

（2） 活動：全活動

（3） 対象範囲の拡大予定：綾瀬工場を2024年5月より対象範囲に組み入れ
　　全組織・全活動とする予定

3．環境経営組織

（2022年9月現在）

＜関係者の権限と役割＞

代表取締役
環境管理責任者の任命
環境経営に必要な資源の準備

環境管理責任者
環境経営全般に関する責任と権限
経営における課題とチャンスの明確化
環境経営目標及び環境経営計画の作成
取組状況の社長への報告
環境経営方針の制定及び改定
環境経営システム全体の評価と見直し
環境経営レポートの作成

EA21事務局
環境経営目標・環境経営計画の進行管理
環境負荷データ等の集計
環境管理責任者へ取組状況の報告
環境関連法規等の遵守状況チェック

各部門長
環境管理責任者の指示事項を組織内に展開、実施

全従業員
自分の役割を守りエコアクション21活動を推進する

相澤  淳一 ・ 齋藤　篤

営業部 品質管理部

森　啓安

環境管理責任者

代表取締役

石田　功介 相沢　さゆり 鈴木　孔明

専務取締役
嵯峨　亮

製造部

EA21事務局
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4．環境経営方針　　

環境に配慮したものづくりによる部品の提供を通じ、社会への貢献を目指してます

１． 二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、水使用量等の削減に努めます
1）電気、軽油、ガソリン等の使用量削減に努める
2）3R活動の展開による廃棄物の削減に努める
3）節水活動による水使用量の削減に努める

２． 環境関連法規制等の遵守

３． 環境に配慮した活動

４． 環境経営の継続的改善
環境に配慮した活動を中心に環境経営の継続的改善

以上の環境方針の下に、
全従業員に環境教育を行い、環境保全の大切さを周知させ、

環境意識の高揚を図る

制定年月日 2020年9月25日（初版）
改定年月日

株式会社　 産公精機

代表取締役　森　啓安

【基本方針】

【環境理念】

地球環境にやさしい『ものづくり』
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5．環境経営目標

（1）運用期間の環境目標 運用期間：2021年12月 〜 2022年11月　

削減率目標

㎏-CO2 123,118 実績値より
再設定 -1.0%

電力使用量　　※ kWh 251,972
実績値より

再設定 -1.0%

ガソリン使用量　※ L 2,289 実績値より
再設定 -0.5%

軽油使用量　　※ L 1,225
実績値より

再設定 -0.5%

産業廃棄物 kg 11,376 -1.0%

一般廃棄物 ※ kg 2,570 実績を
数値化 -0.5%

㎥ 448 -1.0%

　RoHS指令への対応 — 顧客要求毎

＜備考＞

（2）中長期の環境目標

2022年12月
〜

2023年11月

2023年12月
〜

2024年11月

2024年12月
〜

2025年11月

㎏-CO2 123,118 -1.0% -2.0% -3.0% -4.0%

電力使用量　　※ kWh 251,972 -1.0% -2.0% -3.0% -4.0%

ガソリン使用量　※ L 2,289 -0.5% -1.0% -1.5% -2.0%

軽油使用量　　※ L 1,225 -0.5% -1.0% -1.5% -2.0%

産業廃棄物 t 11,376 -0.5% -1.5% -2.0% -2.5%

一般廃棄物 ※ kg 2,570 -0.5% -1.0% -1.5% -2.0%

㎥ 448 -0.5% -1.5% -2.0% -2.5%

　RoHS指令への対応 顧客要求毎 毎

＜備考＞

5．PRTR物質不使用のため化学物質に関する目標は策定していない

都度 適正対応

目標年度

2,266

水使用量

2．「電力使用量・ガソリン、軽油使用量」は2020年12月から2021年11月の実績値を基準値として再設定した　 ※1

1．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、東京電力エナジーパートナー2018年度の調整後排出係数「0.455㎏-CO2/kWh」

2,557

2．「電力使用量・ガソリン、軽油使用量」は2020年12月から2021年11月の実績値を基準値として再設定した　 ※1

4．「一般廃棄物」の基準値は2020年12月から2021年11月の実績を数値化した　 ※1

年度毎
での

削減率
目標

基準値項目

1,213

※1　2021年度の未達成の是正対策として基準値の見直しを行うとし、2021年度の実績から基準値を再設定した

　二酸化炭素排出量　　※

4．「一般廃棄物」の基準値は2020年12月から2021年11月の実績を数値化した　 ※1

廃棄物排出量

内訳

11,262

単位

※1　2021年度の未達成の是正対策として基準値の見直しを行うとし、2021年度の実績から基準値を再設定した

水使用量

5．PRTR物質不使用のため化学物質に関する目標は策定していない

運用期間【2022年度】

内訳

　二酸化炭素排出量　　※

単位項目

246,933

120,656

目標値

基準値
の

再設定
数値化

年間使用量
年間排出量

基準値

3．「二酸化炭素排出量」は内訳の3項目の基準値を再設定したため、2021年度の実績値を基準値として再設定した　 ※1

2021年12月
〜

2022年11月

都度適正対応

1．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、東京電力エナジーパートナー2018年度の調整後排出係数「0.455㎏-CO2/kWh」

廃棄物排出量

446

3．「二酸化炭素排出量」は内訳の3項目の基準値を再設定したため、2021年度の実績値を基準値として再設定した　 ※1
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6．環境経営計画の取組結果と評価
（運用期間：2021年12月～2022年11月）

達成状況 責任者

水使用量削減

○

二酸化炭素
排出量削減

○

△

○

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

未使用加工設備電源管理

△エアコンの設定温度の管理・運用

齋藤

△

○

○

石田

通函の延命化

○

△

○

評価コメント

節水への取り組み

アイドリングストップ

不要な荷物は積まない

急発進・急加速はしない
相沢

○

○

○

○

○

リサイクル率向上

OA機器等の節電モード管理

５S活動の実施

○

○

クールビズ、ウォームビズの実施

環境活動 　　取組み内容（通年）

空調フィルター定期清掃（夏、冬　2回/年）

照明の間引き、節電

コンプレッサーのエア漏れチェック

空
調
等
（

工
場
・
事
務
所
）

廃棄物削減

水もれ点検実施

コピー用紙の削減

効率的ルート選定（納品や引取の集約）

廃油の削減、潤滑油（作動油）購入量

事務所　.
 ：齋藤

工 場 　.
 ：石田

空調の温度管理が適正だったかは反省する余地が
あるものの、時間帯などを設定して稼働ができた
また、間引きなど節電への活動は昨年度同様に
評価できる取組みができたと感じる

設備台数減の影響もあり電力使用量削減を達成したが、

気を抜かずに、引き続き活動し更なる削減を目指す

営業車の増台、納品回数なども増加し燃料の
使用量は増加となったが、削減への取組みは
継続して目標達成に努める

水使用量の削減も達成でき、節水への取組みに結果が

伴った。活動内容は変更せず継続させる

一般ごみ排出量は目標値が数値化された。
また一部では、段ボールが保管場所の兼合いで廃棄して
いるものの、廃棄物削減が前年比で1割ほど削減できてい
る。

ただ、リサイクル率の向上としては不十分と感じ段ボー

ル保管場所を確保し、リサイクル率向上を目指す

運用期間　2021年12月 〜 2022年11月　実績

削減率 目標値 実績値 削減率成果

㎏-CO2 123,118 -1.0％ 120,656 101,115 -17.9% ○

kWh 251,972 -1.0％ 246,933 199,152 -21.0% ○

L 2,289 -0.5％ 2,266 2,562 11.9% ×

L 1,225 -0.5％ 1,213 1,767 44.2% ×

産業廃棄物 kg 11,376 -1.0％ 11,262 10,789 -5.2% ○

一般廃棄物 kg 2,570 -0.5％ 2,557 2,279 -11.3% ○

㎥ 448 -1.0％ 446 368 -17.9% ○

顧客要求毎 都度 適正対応 都度 適正対応 ○

次年度 【2022年12月～2023年11月】へ環境目標への対応

未達成要因

是正・対策

未達成要因

是正・対策

二酸化炭素排出量

ガソリン使用量
基準値が車両が増える前の使用量での設定だったので削減率としての比較は困難である
2023年度の使用実績を基に2024年度に目標値を再設定する

　RoHS指令への対応

内訳

電力使用量

ガソリン使用量

社用車として使用する営業車両を1台増やしたためガソリン使用量は増加となった。集計漏れもあった

軽油使用量

廃棄物排出量

水使用量

軽油使用量

トラック自社便の納入回数は前年より増加した一方で集計方法にも問題があったのも要因と考える
※納品時などの出先での給油量の集計ができてなかった

燃料集計表を作成し各社用車へ配置した。　給油者が都度記入できる環境を整備したことにより
正確な集計が可能と考え、次年度は実績値の把握を行い、2024年度より目標値を再設定する
また、集計表へ「エコドライブのすすめ」も掲示し常にエコドライブを心がけられる様に整備した

7．環境経営目標の実績

2021年12月 〜 2022年11月

運用期間

実績

評価基準値単位項目

目標
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8．次年度の環境経営目標及び環境経営計画

2023年12月
〜

2024年11月

2024年12月
〜

2025年11月

削減率目標 目標値 削減率目標 削減率目標

㎏-CO2 123,118 -2.0％ 実績値把握 -3.0％ -4.0％

kWh 251,972 -2.0％ 246,933 -3.0％ -4.0％

L 2,289 - 実績値把握
2023年度の実績

値を基に策定 -2.0％

L 1,225 - 実績値把握
2023年度の実績

値を基に策定 -2.0％

産業廃棄物 t 11,376 -1.0％ 11,262 -1.5％ -2.0％

一般廃棄物 kg 2,570 -0.5％ 2,557 -1.0％ -1.5％

㎥ 448 -1.5％ 441 -2.0％ -2.5％

　RoHS指令への対応 顧客要求毎

＜備考＞

なお、環境経営計画の取組内容については変更ありません。

2．「電力使用量」は2020年12月から2021年11月の実績値を基準値として再設定した

3．「二酸化炭素排出量」は内訳の3項目の基準値を再設定したため、2021年度の実績値を基準値として再設定した

内訳

電力使用量

ガソリン使用量

軽油使用量

廃棄物排出量

水使用量

都度 適正対応

基準値

4．「一般廃棄物」の基準値は2020年12月から2021年11月の実績を数値化した

次年度（2023年度）目標 中長期目標

2022年12月
〜

2023年11月
項目 単位

1．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、東京電力エナジーパートナー2018年度の調整後排出係数「0.455㎏-CO2/kWh」

二酸化炭素排出量

9．環境関連法規などの遵守

１． 当社に適用となる主な環境関連法規

法規制などの名称 遵守事項 遵守状況

騒音規制法 特定施設の届出 遵法

振動規制法 特定施設の届出 遵法

２． 環境関連法規への違反、訴訟等の有無

EA21事務局が環境関連法規などの遵守状況の確認を行った結果、違反はありませんでした。

また、関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去３年間ありません。

フロン規制法

冷凍空調機器：簡易点検実施(３ヶ月に１回以上)
空調機（7.5kW～50kW未満）：有資格者による定期
点検３年に１回以上
製品管理者のフロン類回収業者への引き渡し義務

遵法

消防法 遵法
少量危険物 及び指定可燃物の貯蔵及び取扱
指定数量以上の危険物保管の届出
危険物の取扱作業に関して保安の監督

委託基準（契約書・許可証）、
マニフェスト交付・保存及び交付状況報告

廃棄物処理法 遵法
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10.　代表者による全体の評価と見直し・指示

指示日：

株式会社　産公精機

森　啓安

 改善の
　 必要性

1 有 ・ 無

2 有 ・ 無

3 有 ・ 無

4 有 ・ 無

5 有 ・ 無

6 有 ・ 無

代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

全体評価としては、環境改善活動の結果を数値化し、目標を持つこと、また実績を評価し、活動結果が伴
うことで社員個人の省エネ対策など現環境で行える改善活動をしっかりと実践できていると実感できた一
年となった

削減が未達成だったガソリン・軽油使用量に関しては、次年度の実績から目標値を再設定することとし
て、取組み内容は変更なく活動を継続させます

一般廃棄物の削減は達成したものの、一部で再利用せずに廃棄している段ボールのリサイクル率を向上さ
せるべく、保管スペースの確保を指示し実施した

今後も、中～長期的な改善目標を視野に入れ、更なる結果が出せるよう全社員で努めていく

2023年2月17日

代表取締役

　　　見直し項目 　「有」の場合の指示事項等

環境経営方針

その他のシステム要素

その他（外部への対応）

環境経営目標 一部の基準値を次年度の使用量より再設定し削減率を管理する

環境経営計画

環境に関する組織
（実施体制）

環境経営レポート　　-Page 9 -


